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          学 位 論 文 の 要 旨 
 
論文題目             
    A Study on Identity Transformation through Narratives of Native Assistant 
Language Teachers in Japanese Public Secondary Schools  
 
研究背景と研究目的 
  現在、日本の英語教育は、令和 2年度から順次実施される新学習指導要領の施行に向
けて、変革の時期を迎えている。小・中・高等学校では 5領域を総合的に取り入れなが
ら、論理的な思考を深める授業デザインへの転換が図られ、各校の ALT (Assistant 
Language Teacher：外国語指導助手 ) との授業づくりは益々重要な課題となるであろう。
1987年の JETプログラム (The Japan Exchange and Teaching Programme：外国語青年招







だけでなく小学校でもALTとのティーム・ティーチング  (TT) が実現した。日本の ALTに
関しては、これまで多様な側面から研究がなされている。例えば、 ALTと Japanese 
teacher of English (JTE) によるティーム・ティーチングに着目した研究の中では、
Tajino et al. （「 Team teaching and team learning in the language classroom: 
Collaboration for innovation in ELT」 , 2015）が、 ALTとの授業をティーム・ラーニ
ングと捉えて授業研究を行っている。政策面に着目した仲（「言語政策としてのJETプロ
グラムⅡ：制度的側面における課題と提言」 , 2006）は、 ALTが英語に特化した AET
（ Assistant English Teacher）としての存在になっていることに注意を促した。また、
ALTとの授業による効果に着目した研究では、上垣（「ティーム・ティーチングに関する























ついて概観した。また、 1987年から JETプログラムを担ってきた The Council of Local 






本章では、本研究における言語教師のアイデンティティについて、Norton (1997, 2000, 



















   本章では、本研究におけるデータ及びデータ分析の方法を説明した。本研究は、Grounded 













（再）構築の様子を説明する。そこでは、彼らの語りを「 3つの気づき」  (Sakamoto, 












自身を示す人称代名詞が  “I”（1度目のインタビュー）から “we” や “us” に変わった点














































「投資（ investment）」と表現している。本研究で分析した ALTたちのうち、 Mayは日本
人英語教師と生徒たちが日本語でやり取りしている場面を振り返り、「何が起こってい
るの分からない」時間を多く過ごしたと話している。また、そのような場面では  「ど
うすることもできない」とも述べている。これらの言語の壁を乗り越えるべく、彼女は
独学で日本語を勉強したり、生徒や教師との授業時間外での関りや関係構築に努めたり
と努力を重ねてきた。帰国直前には日本語能力検定 1級を取得し、この「投資」によっ
て得られた日本語力は、いざという時に生徒に日本語で示すことを可能にし、結果的に
彼らとの良好な関係を築くことに役立っている。他の ALTの語りにも前述した「投資」
が描かれる場面がある。つまり、彼らの場合は、教室と自分たちとを分ける境界線のさ
らにまだ手前にいたということが明らかになった。彼らの感じた境界線を引く要素とな
ったのは、言語や文化の壁であったと言える。日本人英語教師ならば、初めから共通言
語を共有しているが、 ALTの場合は日本語が分からず「いったい何が起こっているの
か」と感じる教室環境から、自らへ投資を重ねることで、徐々にその境界線を越えてい
き、新たなコミュニティでのメンバーシップを得ていったことが分かる。日本の教室と
いう ALTにとって全く新しい社会文化的コミュニティと自分との間にある境界を越えて
いく（ boundary crossing）ために投資がうまく功を奏した場合、教室での自らの所属
感が高まり、そこで初めて「3つの気づき」（認知的・感情的・同僚性）のループを回し
ていった様子が浮かび上がる。本章では、それらの過程を辿りながら、彼らのアイデン
ティティが（再）構築される中で、教師としての成長へとつながっていった点について
詳細な考察を行った。 
まとめ 
本研究では、日本の公立学校に勤める ALTのアイデンティティ構築のプロセスに関し
て、インタビューによる語りの分析より論じた。日本の英語教育現場では、今後 ALTた
ちが教師としての力を十分に発揮することのできる環境を作り出すことが不可欠である
が、本研究がその一助となることを確認した。 
 
